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背景
　シンガポールの人口は約560万人で、
面積が旭川市と同じぐらいの都市国家
です。国立教育政策研究所の「OECD
（経済協力開発機構）が3年に1度実施
する、生徒の学習到達度調査
（PISA)」によると、シンガポールは
2012年から3回連続、全ての調査項目
（読解力・数学・科学）でトップ3に
ランクインしました。
そのような高い教育水準を維持するた
め、政府はどのような政策を取り組ん
でいるのかシンガポール教育の特徴に
ついて紹介したいと思います～

Primary School
（プライマリー・スクール）

小学校6年間

Secondary School
（セカンダリー・スクール）
中学校4年または5年間

Junior College
（ジュニア・カレッジ）

高等学校2年間

Polytechnic
（ポリーテックニック）
高等専門学校3年間

University
（ユニバーシティ）

大学4年間
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シンガポールの教育制度

シンガポールの教育制度はイギリ
ス植民地時代の影響を大きく受け
ています。イギリス英語はもちろ
ん、進学制度や教育機関の名称も
イギリスの教育制度とほぼ同じで
すよ～♪
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シンガポールは何語を話しますか？

日本に来て、よくある質問は「シンガポールで
はシンガポール語ですか？」です。実は「シン
ガポール語」という言語は存在しないです。シ
ンガポール人は英語と自分の母語（民族言語）
を話せます。つまり、シンガポール人はバイリ
ンガルなんです。

バイリンガルってなに？
そもそも英語のバイ(bi)は「2つ」という意味が
あるのです。例えばbicycle(自転車)や
binoculars(双眼鏡）などです。バイリンガルと
は２か国語を書ける、話せる人を指しています。

言語2つ以上は当たり前！
シンガポールは1960年に第二言語の勉強を小学
校から必須科目とすることになり、1966年に中
学校でも同じように必須科目とすることになり
ました。

シンガポールは独立したばかりの時、中華系、
マレー系とインド系、主に３つの民族がいまし
た。母語としては基本的に中華系の人は中国語、
マレー系の人はマレー語、インド系の人はタミ
ル語です。

英語が公用語、母語は民族言語
独立当時の総理大臣　「りー・クアンユー(Lee 
Kuan Yew)」はスピーチでバイリンガル教育の重
要性についてこのように発表しました。「英語
はビジネスや外交に関するコミュニケーション
に有利であり、母語は自分の民族のアイデン
ティティが失われないよう意識させるために重
要です。」

引用
https://www.mindchamps.org/blog
/15-things-preschool-teachers-
singapore-do/

シンガポールでは小学校1年生
からバイリンガル教育を義務
として受けなければならない
が、ほとんどの子どもは幼稚
園からスタート。

英語は公用語として使いなが
ら、自分の母語や民族のルー
ツなどを保つことができる。

引用
https://www.prischew.com/sports/
running/racial-harmony-
singapore/


